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デカン大学に行く小茄子川氏と別れることになる。午前
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在しているのかもしれない。Harappan wet ware とよ
ばれる波形紋様がはいった土器片が多数分布していた。
　最後に 70GB（バロール（Baror））という 8 ｍ以上
の比高をもつ大規模な遺跡を訪問した。ここは ASI に
写真 10　ラングマハルでの砂丘露頭の調査写真９　ピーリーバンガン付近の乾季のガッガル川
写真 11　43GB 村の大砂丘上からみたガッガル川氾濫原 写真 12　4MSR での干上がった乾季のガッカル川河道
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プルの南 18km のところにあるコート・ディジー（Kot 
Diji）遺跡に向かう。この遺跡もインダス考古学ではそ
の名を知らない者がいないほどの重要遺跡である。マウ























































































































































　採掘址は最大長５m ほど、深さ 1.5m ほどの掘りこ
みで、現在も発掘調査時のまま保存されている。かつて






























































掘調査の概要は Occasional Paper 3 に紹介されている
ほか、2006 年度に行われた発掘調査の成果の詳細はハ





















































































































































テヘラン大学教授の Y. Akbarzadeh さんにも運良くテ
ヘラーンでお会いすることができ、最新の情報に接する
ことができた。

























































































































講演会での Nicholas Evans さん
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　2007 年末から 2008 年初頭にかけてカーンメール
（Kanmer）遺跡の発掘調査に参加した際、余暇を利用




2008 年７月 31 日発行
図１　カーンバートの位置
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　原石のコストは紅玉髄が 1kg で 20 ルピー（1 ルピー
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多い。その中で 1960 年代に G.F. Dales が実施したモ
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　第２回南アジア考古学会国際大会に参加して
上杉　彰紀（総合地球環境学研究所）




















































































































































































































































































































































































































































































そして M. イェジチ（ザグレブ大）の 4 人による RV の
ドイツ語全訳プロジェクトが始まり、ドイツの Verlag 
der Weltreligionen（世界諸宗教出版）の原典訳シリー
ズから 4 分冊で出版されることになった。2007 年 9
月には第 1 巻が Rig-Veda: Das heilige Wissen（2007 
Frankfurt/Leipzig、889 頁。RV 第 1, 2 巻を収録）と
して、シリーズ第一陣を飾って出版され、学界やマスコ
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訳者 3 人（着席）と編集責任者 Simm 氏（右端）及び編集協力
者 Gräfe 氏（後列）。2007 年 10 月インゼル，ズーアカムプ社（フ
ランクルト）の編集室にて
ドイツ語新訳 Rig-Veda 第１巻表紙
イラン、シーラーズのヘンダヴァーネ（スイカ）
